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当センターでは平成 23 年度から地域水産業を
活性化させるひとつの手段として，ウマヅラハ
ギの肝臓を肥大化させて付加価値をつける研究
を開始し，平成 24 年度からは開発研究として取
り組み，今年度で最終年度となります。

これまでの 3 年間で蓄積してきた知見によっ
て，ウマヅラハギの養殖技術を高め，肝臓がと
ても大きなウマヅラハギを生産することができ
るようになりました。まさに「海のフォアグラ」
です。

広島県ではこのたび，この技術を使って養殖
されたウマヅラハギを「フォアグラハギ」と名
づけ，商標登録しました。

現在，県内の４つの養殖業者に「フォアグラ
ハギ」の試験生産に取組んでいただいています。
そして今年の秋から試験販売を開始し，消費者
の方々の反応を窺いながら，商品規格等を定め
る予定にしています。

来年度以降は，この商品規格に合致したもの
について「フォアグラハギ」の商標の使用を認
めていきたいと考えており，商標の管理体制に

職員の異動　　　　（4月 1日付）
　本年度は，1名が転出し，1名が赴任しました。

転出
総務部主幹　　佐々木　伸男　保健環境センターへ

転入
総務部主査　　田　中　　亮　　会計管理部総務事務課から

「フォアグラハギ」が
商標登録されました。
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